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 明石海峡大橋を見渡せる淡路市野島江崎の高台 

（地上240ｍ）に、海上保安庁第5管区海上保安本部

の大阪湾海上交通センターがある。海峡を渡る船舶

をレーダーで監視し、１日約800～900隻が通過する

貨物船やフェリー・漁船に情報を提供している。 

 ここに勤務する末川さんは、３年前に8回目の転勤 

で淡路に着任、宿舎に家族と住んでいる。子どもた

ちも父親の転勤とともに転校することになる。淡路市

浦小学校６年生の末川顕寛（すえかわたかひろ）君も3月

末には、実家のある宮城県の仙台へと旅立つ。そし

て、お父さんは沖縄に単身で赴任になるそうだ。 

 お別れを前に仲良しの友達との思い出にと、父親 

の仕事場を訪ねることになった。当日、玄関にはカッ

コイイ制服姿のお父さんが迎えてくれたので、まず記

念撮影。 そして階段を登り大きな部屋へ案内される 

と、 「ワァー！」目の前には広大な明石海峡が広が 

り、明石海峡大橋はもちろん、神戸空港までも見わた

せる。 管制官が大きな画面を見ながら、行き交う船 

に他船の情報を提供している。外国航路の船には英

語でアドバイスを送り、まるでコックピットにいるよう。

子どもたちは、「なんか外国にいるようやなぁ！」と、

口々に感動の言葉をもらしていた。 末川君のお父 

さんが大きなパソコンの画面に写る船をマウスでクリ

ックすると、船の名前、大きさ、どこの国の船なのかが

わかるのだ。いかなご漁の時期は、大きな船との事

故がないように情報を提供して、それぞれの安全を

見守ってくれている。 

  末川君は少年野球チームでエースとして活躍した。 

淡路の友だちとの思い出は、きっと彼の心の羅針盤

となることだろう。 横からお母さんも「淡路島は子育 

てをするには最高の環境でした」と、コメントしてくれ

た。「いつでもリゾートパラダイスの淡路島に来てな！ 

待ってるで。」それぞれの旅立ちに幸多かれと祈る。 

                      取材：竹原祐乘 

ここのホームページは楽しいよ！ http://www6.kaiho.mlit.go.jp/osakawan/   海の日には一般公開もされる。 
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応援隊だより ★ここは常春 

春の気づき  ★陽気にさそわれて山歩き 

  自凝
おのころ

島
じま

神社（南あわじ市榎列下
えな み し も

幡多
は だ

） 

 場所は三原平野の田んぼの

中、赤い大きな鳥居（日本三大

鳥居の一つ）がそびえているの

が目印。 ここ自凝島（おのころ

じま）神社には国生み伝説があ

り、古事記には次のように記されている。

「人間が生まれるはるか昔のこと。 神々

は天上の世界、高天原（たかまがはら）に住

んでおられ、下界を見て「このユラユラと

漂っている国を整えて立派なものにせ

よ」と伊弉諾（いざなぎ）・伊弉冉（いざなみ）命

（みこと）の二神に命令した。 二神は、天の

浮橋に立ち、神々から授かった天の沼矛

（あめのぬぼこ）という矛（ほこ）を指しおろし

て、青海原を「こうろこうろ」とかき混ぜ、矛を引き上げ

た。その矛先からしたたり落ちたしずくが固まって島が

出来た。（おのずから凝り固まったので自凝島という）。

二柱の神はこの島に天降って（あまくだって＝おりて）、

淡路島をはじめ日本の国土や多くの神々を生んだ」と。   

 さて、この神社にお参りして、キム

兄（にぃ）こと木村祐一さんと結ばれ

たタレントの辺見えみりさんにあや

かろうと、週末には、老い若きを問

わず男女が参拝しているとのウワサ

に「ポケットあわじ」もムズムズして取

材に。小春日和の土曜の午後、ま

ずはお参りのため正殿に向かい、

二礼ニ拍手一礼。 おごそかな気

持ちのまま、境内で参拝客にお話

を聞いた。 昨年の３月ごろに、え

みりさんのブログに「霊験あらたかな

縁結びの神社」と書き込みされたのがきっ

かけで、テレビ放映されたり雑誌に掲載さ

れたりして一躍有名になったそうだ。  

 宮司の棚田さんも「ポケットあわじ」を手

に、参拝者に「淡路だけの新聞やから・・・」と、取材の

インタビューにお口添えをしてくださった。 社務所で

売られているたくさんのお守りのなかでも、正面に鎮座

していたのは、やはり「縁結びのお守り」。 赤と白が

あって、女性が白いお守りを持ち、赤いお守りを男性

に渡すと結ばれるとか、フフッ！ 自凝島神社にお参り

したみなさんが、うまーく結ばれますように。    

                

  

柏原山から東を望む 紀淡海峡の先に和泉山脈が続く 

 
柏原山から北を望む  

中央は洲本市街、 

右上は淡路市志筑 

早春の淡路の山 実際に歩いてみる 

 早春のある一日、友人５名で柏原山（569ｍ）と先

山（448ｍ）に登った。午前は柏原山へ。車でも登れ

るが、今回は徒歩で竹原貯水池から南下した。青

テープを目印に進む。途中、鶯の鳴き声が早い春

の訪れを告げる。約１時間半で山頂へ。南北２箇所

の展望台から淡路一円はもちろん和歌山、和泉山

脈、紀淡海峡の眺めが素晴らしい。下りは同ルート

を約１時間で下山した。 

 午後、車で先山の下内膳登山口に着く。ここから

徒歩で先山茶屋を目指す。登山道は整備され、迷

わない。そこから千光寺域の石段を登る。途中、展

望台が設けられており、諭鶴羽山や三原平野の展

望が楽しめる。頂上には千光寺本堂がある。所要

時間は約３５分であった。 
投稿：淡路県民局  よっちゃん 

取材：いりいり 
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 佐野地区で一番早く田植えをするという庄田一男 

さんの田んぼでは、稲刈りの後、きんせん花を育てる

ために、普通の農家よりも早く田植えをします。 

 田植えの準備は３月２５日頃からモミの消毒を行い、 

１週間後にもみまきをします。 種まきのピークは４月 

10日頃です。世間は大型連休で楽しんでいるとき、庄

田さんは田植えの真っ最中です。品種は７種類（コシヒ
カリ、ミルキークィーン、フクヒカリ、キヌヒカリ、ヒノヒカリ、ハナエチ

ゼン）あり、コシヒカリが一番早く、多くの農家が植えて

いるそうだ。ちなみに一番遅く植えるのはヒノヒカリだ

とか。  

 庄田さんは育苗機（いくびょうき→ →）  

という機械にもみをまいた箱を入れて、 

人工的に電気で温度を上げて育てる 

のです。 稲刈りは８月末から行い、 

それと同時にきんせん花の苗床をつくり種をまき、9月

20日頃に定植です。２ヶ月後の１１月末にはきんせん

花は出荷時期を迎えます。田植えも花づくりも天候に

左右されるので、その時期を逃すと、花が育ち過ぎた

り、出荷時期が遅くなったりするので、どんなときでも

天候が一番気がかりです。きんせん花は、植えるの

が１日遅れると、花になるのに10日のずれが生じるそ

うです。お米に花にと田んぼをフル活用して、生き生

きと忙しく働いている庄田さんと奥様に出会えてよか

った。きんせん花の時期には、咲いた花とお二人に

会いに行きますね。              

Page 3  
応援隊だより  ★春のプレゼント 
 早い田植え  山菜とススキ 菜の花の力、人の力 

       

 

 １週間後、近くの池の堤で「ハコベ」を発見、「春」を自分で見つけて喜んでいる子どもたちの後ろには去年 

の秋の「ススキ」が名残りをとどめています。「春」と「秋」が同居している美しい自然も再発見できました。 

  ３月中旬の日曜日、南あわじ市伊加利にある里山基地で「春を見つ 

けよう！山菜取り」が行われた。 親子で参加した人たちもリーダーの 

説明を熱心に聞きながら、山菜を見つけて大喜び、里山の小さな春を

楽しんでいました。 ワラビ、ヨモギ、ウシハコベ（普通のハコベより少し 

大きい）、ギシギシ、アマチャヅルなどを探していました。 驚いたのは 

セイタカアワダチソウの新芽が食べられるということです。みんなが取っ

てきた山菜は早速「天ぷら」にして参加した人とスタッフが、山菜取りの

様子を話し合いながら食べました。里山基地では第２日曜日にイベント

を企画しているそうですが「お花見」はサクラの開花状況によって、日が

ずれるかもしれないとのことです。 取材：坂本和子 

 洲本市五色町の都志活性化委員会開催の「菜の花

祭り」。鮮やかな黄色の菜の花畑で、石臼（いしうす）に木

の杵（きね）。  都志保育所の子どもたちが、保育士の先

生方の助けを借りて「ヨイショ！ ヨイショ！」のかけ声とと

もに順番にお餅つき。 近所の養蜂家にミチバチを見せ

てもらった後、背丈ほどもある菜の花畑のなかに入って

楽しんだ。 その後、都志小の子どもたちが、「6年生を

送る会」の行事の一環として会場に訪れた。みんなで市

役所の人から環境とエネルギーの話を聞いたり、おば

ちゃんたちが菜種油で揚げたイカナゴと菜の花の天ぷら

を堪能。 都志活性化委員会のみなさんは、「『地元の小

学生自らが秋に種をまき、春に収穫した種からしぼった

油で天ぷらを食べる』という経験をしてもらいたくて計画

した」と話してくれた。 この地域ぐるみのやさしさと活気

は、菜の花畑の周りに立っている旗や看板が語ってくれ

た。  “菜の花はみんなをげんきにしてくれる！” 
取材：西岡真理子 

取材：橋本史江 



 

 

ポケットあわじvol.５９ 200７年４月号 

 生活創造情報プラザだより Page ４ 
生活創造活動グループを紹介します 

春の味覚 淡路食文化研究会 

  淡路地区にはヴァイオリンが弾 

ける人がほとんどいなかったことか

ら、（他の地区の多くのアマチュア

オーケストラとは違って）ヴァイオリ

ン奏者を育成することから始めて

います。  

 老若男女を問わず、初歩からプ 

ロのヴァイオリン講師にグループレ

ッスンを受けています。 

秋に定期演奏会、春にスプリン

グコンサートを開催しています。皆

さんもオーケストラの一員として、ス

テージに立ってみませんか。現在、

管楽器も含め弦楽をやりたい人を

募集しています。 

 

問合せ先： 小川元延  

      ☎0799-62-0321 

私たちの団は平成２年に淡   

 路弦楽合奏団として発足し、 

     平成６年に淡路フィル 

    ハーモニー管弦楽団 

         となりました。 

               

        以来、オーケ  

         ストラ活動をして 

       います。 

淡路食文化研究会 調理実習のお知らせ             

※日 時  平成１９年４月２０日（金） １０時～ 

※場 所  淡路文化会館 調理室 

※内 容  「旬の食材（わかめ、たけのこ）を使って」  

【材料】                                     

米      ２カップ      

にんじん   ３０ｇ              

レンコン   ６０ｇ      

しいたけ   ２枚        

ごぼう    ３０ｇ           

こんにゃく  ８０ｇ        

たけのこ   ８０ｇ       

きぬさや   ８個         

卵      ２個  

                      

【合わせ酢】                  

酢      大さじ４       

砂糖     大さじ１強                

塩      小さじ半分                     

みりん    適宜 

【作り方】                      

①米は洗って２０分おく。少し固めに炊き、合わせ酢をふりか 

 け、すし飯を作っておく。        

②金時豆は一晩水につけておき、ひとゆでして 

 おく。 

③レンコンは縦４つ切りで小口切りにし甘酢で 

 煮る。  

④こんにゃくはひとゆでして、小さく切る。      

⑤たけのこは薄くそぎ切りにし、味をつけておく。   

⑥にんじん、しいたけ、ごぼうは小さく切り、金時豆、こんにゃくと   

 共にだし汁、砂糖、醤油、みりんで味をとり、煮ておく。           

⑦きぬさやは筋を取り、塩ゆでしておく。        

⑧卵は塩、砂糖少々で薄焼きにし、錦糸たまごを作る。   

⑨すし飯と具を混ぜ合わせ、皿に盛り、きぬさやとたけのこを上に 

 飾る。                

⑩錦糸たまごは野原の菜の花をイメージして縁に飾る 

※問合せと申し込み先  

●坂本 0799-55‐1382   ●小田 0799-74-2415  

●熊野 0799-85-0036 

新会員に応募の方もお申し込みください。 
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くらしのパートナーシップ 

生活科学センター・県民局からのお知らせ 

 淡路市の市花が「カーネーション」に決まりました。   

 この「カーネーション」づくりがさかんに行われている 

釜口地区では、花を通したすてきな交流がもたれて

います。 児童数４１名の釜口小学校。 校舎内には

一年中、季節の花が飾られています。 地域に住む

奥内わか代さんが、月に何度か学校を訪れ、きれい

なお花を生けてくれているのです。 奥内さんのまわ

りには自然と子どもたちの輪ができ、「この花は何？」 

「こうするとお花が長持ちするのよ」と、会話が弾んで

います。 つい先日は、５、６年生（現6年生・中１生）

が、奥内さんの指導で、初めてフラワーアレンジメント

を体験しました。材料は、花づくり農家の岡田 清さん

に一年間栽培方法を教えていただいて大事に育てた

カーネーションです。 とってもすてきな出来上がり

に、みんなは大満足の様子でした。 

くらしのパートナーシップ 紹介しま～す！！ 

くらしの中の人と人、 

人と場所、人と物etc  

との素敵な関係・・・ 
生け花の名人            淡路市立釜口小学校      
        
奥内わか代さん      5・6年生の子どもたち 

     

取材：立谷貞代 
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その他の芸術文化活動支援事

業の紹介 
○地域の芸術文化活動 
 
県内に活動拠点を有し、芸術文
化活動をＨ15.4.1 以前から現
在まで継続的に行っている団
体・個人を支援 
 
○ふるさと芸術文化発信
サポート 
 
県内に活動拠点を有する芸術
文化団体、実行委員会などが地
域の文化資源を活かして実施
する芸術文化事業について、準
備段階から実施まで、最長３年
間支援 

Page ６ 
淡路文化会館からのお知らせ 

淡路の文化活動・イベント情報 

 

日 時 平成１９年４月２２日(日)９：００～１９：３０（予定） 
場 所 淡路市立しづかホール（淡路市志筑新島５－４） 
出演者 淡路島内祭礼団 愛好・少年少女グループ等約３０団体  

    特別出演（淡路市立生穂第二小学校和太鼓クラブ他） 

問合先 淡路文化会館内 第１８回淡路だんじり唄コンクール実行委員会事務局 

    〒656-1521 淡路市多賀６００TEL 0799-85-1391 FAX 0799-85-0400 

～義理人情の世界を力強く競演～  

補助内容など詳細については 
兵庫県 芸術文化課 
℡ 078-362-3171 

 
 －三原健康広場－ 

【時】４月29日（日） 9:00～ ※雨天中止 

【内】市内各地から２０台の檀尻が集合。勇壮な練りや檀尻唄を披露、獅子舞を演じます。 

   その他、鳴門市・東かがわ市の物産展、バザー、フリーマーケットなど。 

  ※駐車場 淡路三原高校グラウンド、八木寺内の市有地 

フリーマーケットの募集 
●区画数：３０区画（２ｍ×２ｍ）  ●料金：１区画５００円   

●販売物：家庭で不要になった品物など（動植物・飲食物・薬等は販売できません） 

●申込み：４月１３日（金）まで ※先着順 
●申込先：南あわじ市教育委員会生涯学習文化振興課 ℡０７９９－３７－３０２０ 

 
 －神代小学校－ 

 
 第３６回天体観測会 三日月・土星・木星を見よう 

【時】４月21日（土）20:00～21:30 

【所】神代小学校校庭   

※悪天候時は室内でプラネタリウム 

【料】大人100円 子ども無料   

※子どもは保護者同伴で参加 

【問】神代小学校天体観測ドーム再建準備会 
代表（木田） ℡090-3616-3824 

    芸樹文化活動支援化事業 

 

 

１対象：１９年度に実施される淡路地域の特色ある芸術文化      

     活動（舞台芸術、美術鑑賞、作品批評など） 
※市域を超えた広域的事業であること 

２補助額：３０万円を限度とする（事業内容により額を決定） 
３決定方法：淡路ふるさと芸術文化振興事業実行委員会にて選考   

      の上、県への申請事業を決定 
４申請期間等 
（１）申請期間：平成１９年４月１６日（月）まで 
（２）申請方法については下記までお問い合わせください。 
５問合わせ：淡路文化会館内 淡路文化団体連絡協議会 
      電話（0799）85-1391 

 
 －南淡図書館（福良）－ 

 
 第５回読書っ子まつり         

【時】４月22日（日）9:30～16:00 

【料】無料 

【内】人形劇・まち探検・おはなし会・アニメ上映・   

   古本お持ち帰りコーナーなど 
 
 【問】南淡図書館 ℡0799-53-0234   
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Page ８ 淡路の文化活動･イベント情報 Page ８ 
淡路の文化活動･イベント情報 

「ポケットあわじは」どこで手に入るの？・・・淡路島内各市の庁舎・公民館、ホール、商業施設などで無料配布して 

 おります。また、淡路文化会館のホームページ・下記URLでもご覧になれます。 

 http://www.eonet.ne.jp/~awaji-cc/    http://www.hyogo-intercampus.ne.jp/gallery/pocket/ 

（発行）淡路生活創造応援隊 
淡路県民局 淡路文化会館・淡路生活科学センター       

  〒656-1521 淡路市多賀600  

             TEL 0799-85-1391 

         FAX0799-85-0400 

 E-mail：bunka-85awaji@maia.eonet..ne.jp 

             編集だより 

 淡路弁特集が人気だと聞いて、『だぁ～、とら、でぇ～かぁ』の

活用法をこっそり教えちゃいま～す。 『これ、美味しいでぇ～』 

「ほんまや！ええ味しとら！」 『そ～だぁ～』 「値段もええけん

どなぁ」 『美味しいよってしゃない（仕方ない）でぇ～かぁ』って

な具合で、語尾に『…だぁ～』 『…とら』 『…でぇ～かぁ』をつ

けると淡路弁。 さぁ、あなたも Let's Try！ 

                  応援隊OB  いしだっち 

ポケットあわじでは、皆さまからのお便り、まちの情報

をお待ちしています。 お気軽にどうぞ！ 


